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環
境
整
備
は
市
の
責
任
で

あ
り
合
併
時
の
約
束
で
あ

る
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
普
及
は

合
併
時
の
協
議
に
よ
り
民

設
民
営
を
中
心
に
進
め
る

方
法
と
し
た
が
、
合
併
か

ら
８
年
経
っ
て
も
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
地
域
審
議

会
連
絡
協
議
会
か
ら
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
普
及
の
積
極
的
な
推

進
に
つ
い
て
要
望
も
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
現

状
を
踏
ま
え
公
的
資
金
導

入
に
つ
い
て
今
後
相
談
し

な
が
ら
進
め
る
考
え
で
あ

る
。

◆
職
員
の
戦
略
派
遣

職
員
の
海
外
派
遣
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
行
政
組

織
の
中
に
海
外
戦
略
室
が

設
置
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
平
成
22
年
度
の
派

遣
者
は
、
当
初
研
修
と
い

う
こ
と
で
旅
費
に
つ
い
て

４
０
３
万
円
が
差
額
清
算

戻
入
れ
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
平
成
23
年
度
は
旅

費
の
清
算
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
職
員
の

海
外
派
遣
旅
費
に
つ
い
て

明
確
な
支
給
基
準
を
検
討

さ
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

職
員
出
張
は
条
例
に
よ

り
交
通
費
を
実
費
、
宿
泊

費
を
定
額
と
し
て
支
給

し
て
い
る
が
、
海
外
派
遣

は
家
賃
分
を
宿
泊
で
支
払

う
た
め
旅
費
条
例
39
条
の

「
実
情
に
応
じ
て
減
額
す

る
こ
と
が
出
来
る
」
と
の

条
項
を
適
用
し
、
宿
泊
費

支
給
総
額
と
家
屋
借
り
上

げ
料
総
額
と
の
差
額
を
返

還
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
は
パ
リ
や
香

港
な
ど
へ
職
員
を
派
遣
し

て
い
る
他
の
自
治
体
の
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、
長

期
出
張
と
位
置
付
け
て
い

る
が
宿
泊
費
は
定
額
支
給

で
あ
る
こ
と
か
ら
宿
泊
費

の
減
額
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
海
外
の
事
務
所
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
職
員
に
考

慮
し
返
還
を
行
な
わ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
海
外
出
張
を
海
外
赴

任
と
位
置
付
け
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
他
市
の
事

例
を
研
究
し
明
確
な
支
給

基
準
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

◆
福
祉
金
庫
基
金
の
運
用

福
祉
金
庫
基
金
の
当
年

度
末
現
在
高
は
２
８
５
０

万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
債

券
２
３
９
５
万
円
、
現
金

４
５
５
万
円
で
あ
る
。
年

度
末
に
お
け
る
債
権
（
貸

付
金
）
の
管
理
状
況
を
み

る
と
回
収
さ
れ
て
い
な
い

貸
付
金
は
、
１
７
０
４
万

円
（
貸
付
額
の
71
％
）
で

あ
り
、
基
金
の
運
用
が
で

き
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

未
納
者
の
３
３
４
人
の
中

に
は
、
昭
和
53
年
度
貸
付

か
ら
の
者
も
お
り
、
対
象

者
94
人
中
、
死
亡
者
46
人
、

転
出
者
43
人
、
そ
の
他
５

人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

高
山
市
福
祉
金
庫
基
金

条
例
第
８
条
第
２
項
及
び

第
３
項
で
は
、
貸
付
金
３

万
円
以
上
の
場
合
は
保
証

人
を
立
て
て
い
る
こ
と
か

ら
保
証
人
へ
の
対
応
も
含

め
基
金
の
適
正
な
管
理
と

運
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

平
成
23
年
度
貸
付
件
数

１
６
９
件
の
う
ち
、
３
万

円
ま
で
保
証
人
不
要
の
も

の
が
１
０
９
件
で
３
２
６

同
様
に
保
安
林
に
指
定
さ

れ
利
用
を
制
限
さ
れ
る
こ

と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
生

活
環
境
保
全
林
と
し
て
整

備
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
で

適
正
に
森
林
が
整
備
さ
れ
、

安
全
で
自
由
に
散
策
が
で

き
る
道
が
整
備
さ
れ
る
。

ま
た
、
地
域
振
興
に
も
繋

が
る
な
ど
の
理
由
で
、
所

有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
無

償
で
の
使
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
生
活
環
境
保

全
林
の
整
備
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
や
地
域
事
情
が

異
な
る
た
め
、
す
べ
て
の

整
合
を
と
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

指
定
区
域
の
必
要
性
は
、

生
活
環
境
保
全
林
と
し
て

市
民
等
が
自
然
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
場
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
目
的
か
ら

森
林
の
一
定
の
広
が
り
が

必
要
で
、
区
域
が
指
定
さ

れ
整
備
が
さ
れ
て
保
安
林

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
特
段
の
状
況
の
変

化
が
な
い
限
り
区
域
の
見

直
し
や
縮
小
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。

よ
り
借
地
料
３
５
０
万
円

が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
私

有
地
で
無
料
の
他
地
区
と

の
整
合
や
指
定
区
域
面
積

の
必
要
性
な
ど
検
討
さ
れ

た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

生
活
環
境
保
全
林
は
、

市
民
に
親
し
ん
で
い
た
だ

き
自
然
環
境
教
育
を
行
な

う
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
の
目
的
で
県

が
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
高
山
市
で
は
８
ヶ

所
の
生
活
環
境
保
全
林
が

あ
り
、
そ
の
土
地
の
所
有

は
市
有
地
、
私
有
地
、
県

有
地
が
あ
る
。

借
地
料
の
他
地
区
と
の

整
合
は
、
清
見
地
区
で
県

が
熱
心
な
整
備
を
行
な
い

約
26
億
円
の
事
業
費
を
投

じ
て
整
備
さ
れ
た
。
生
活

環
境
保
全
林
の
整
備
は
、

保
安
林
に
指
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
森
林
の
自
由
な
利
用

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
、
清
見
村
で
設
定
さ

れ
た
単
価
で
有
償
に
よ
る

賃
貸
借
契
約
が
さ
れ
た
。

他
地
区
の
無
償
地
域
で
も

万
円
の
貸
付
額
と
な
っ
た
。

ま
た
、
３
万
円
を
超
え
る

保
証
人
が
必
要
な
も
の
が

60
件
で
６
０
７
万
円
の
貸

付
額
と
な
っ
て
い
る
。

借
受
人
に
対
し
て
は
毎

年
、
返
還
依
頼
の
通
知
文

書
を
提
出
し
対
応
し
て
い

る
。

◆
生
活
環
境
保
全
林
の
借

地
料

生
活
環
境
保
全
林
は
、

高
山
市
生
活
環
境
保
全
林

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
に
よ
り
、
治
山
事

業
の
一
環
と
し
て
森
林
改

良
や
歩
道
施
設
な
ど
整
備

を
実
施
し
、
保
健
休
養
や

自
然
観
察
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
市
内
に

は
、
清
見
地
区
、
荘
川
地

区
、
朝
日
地
区
、
高
根
地

区
及
び
国
府
地
区
が
あ
り
、

面
積
は
８
７
７
・
８
ha
で

あ
る
。
所
有
者
別
面
積
は
、

市
有
地
２
０
２
・
８
ha
、

私
有
地
で
４
０
８
ha
、
県

有
林
２
６
７
ha
で
あ
る
。

私
有
地
の
中
で
、
清
見
地

区
の
大
倉
地
区
と
大
原
地

区
で
の
借
地
２
１
５
ha
は
、

地
主
と
の
賃
貸
借
契
約
に
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